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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，企業間ネットワークの自律的な生成プロセスにつ

いて明らかにすることにある。そのために，実際の企業間ネットワークの実体を分析し，マルチ

エージェントシミュレーションにより，ネットワークの創発プロセスを再現することを試みた。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of  this study is to clarify the emergent process of 
inter-firm networks．In order to achieve the above purpose, practical analysis on the 
network structures of the Japanese firm group was done and the multi-agent simulation 
was tried to represent the emergent process of networks. 
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１．研究開始当初の背景 

現代の企業は，単独で存続を図るよりも，
むしろ，企業間のネットワークを形成し，そ
の中に自社を位置づけることによって，存続
を図ろうとする傾向にある。本研究は，この
点に着目し，企業間ネットワークを分析する
ものである。ネットワーク分析を概観すると，
ネットワークフリー性やスモールワールド
性についてのマクロ的分析が主体であり，そ
れらがどのような性質をもった個体によっ

て生成されたのかといったミクロ分析が明
らかにされていない。一方，個々の主体同士
の競争と協調のダイナミクス研究では，どの
個体が進化論的に勝ち残ったのかといった
議論が中心であり，構築されたネットワーク
の特徴に関する分析に欠けている。言い換え
るならば，既存の研究では，マクロ分析とミ
クロ分析のリンケージといった視点が考慮
されていない。本研究は，このマクロとミク
ロの分析のリンケージを試みる。 
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２．研究の目的 

本研究は，企業間ネットワークの自律的な
生成プロセスについて，その実態を明らかに
するとともに，エージェント・ベースト・モ
デルに基づき，ネットワークの創発プロセス
をシミュレーションすることを目的として
いる。 
 
３．研究の方法 

研究は，先行研究と分析モデルの導出，（2）
フィールド調査，（3）配票調査，（4）分析，
（5）シミュレーションの 5 段階からなって
おり，順を追って進められる。 

まず（1）の先行研究と分析モデルの導出
では，既存研究とそこにおける本研究の位置
づけを明らかにする。そして，分析モデルの
フレームワークを提示する。（2）のフィール
ド調査に関しては，ヒアリング調査により，
分析対象企業に関する関連データを入手す
る。（3）の配票調査に関しては，（2）におけ
る企業群対して行う。（4）（3）におけるデー
タに基づきネットワーク分析を試みる。（5）
協調行動によるネットワーク創発のエージ
ェント・ベースト・モデルによるシミュレー
ション。 
 
４．研究成果 
（１）先行研究と分析モデルの導出 
 企業間ネットワークに関する諸研究には，
グラフ理論，複雑ネットワーク分析，社会ネ
ットワーク分析の３つの分野からのアプロ
ーチがある。まずこれらを概観し，本研究に
おける企業化ネットワーク分析がこれらを
ベーストしたものであることを位置づけた。
そして，理論的課題として，世代交代モデル
とその限界を指摘し，マルチエージェントシ
ミュレーションの必要性を指摘した。また，
実践的課題として，ネットワークと企業業績
ならびに企業価値との関係に関する研究蓄
積をはかること，構成メンバーによるネット
ワークパターンの違いについての比較研究
を試みること，ネットワークの安定性に関す
る研究の必要性について指摘した。そして，
これらに基づいて，本研究の研究方向性を明
らかにした。 
 
図表 1：ネットワークモデルのタイポロジー 
 

 また，理論モデルとして代表的な，ソーシ
ャルキャピタルモデル，弱い紐帯モデル，構
造的空隙モデル，フリーライダーモデルを取
り上げ，それらのタイポロジーを行った（図
１）。そして，分析目的によって，使い分け
るべき理論モデルが異なることを指摘した。 
（2）フィールド調査とデータ分析 
フィールド調査は 2回にわたってなされた。

国際合弁企業に対するインタビュー調査を
行い，ネットワーク関係の維持にとって信頼
の形成が不可欠であることを確認した。これ
に基づき，アンケート調査を実施し，国際合
弁企業を対象に，取引関係と信頼に関するデ
ータを収集した。合弁年数が長く，過去の提
携経験がある企業ほど，相手に対する信頼も
高いとする仮説が統計的に支持された。 
その結果，合弁年数が長く，過去の提携経

験がある企業ほど，相手に対する信頼も高い
とする仮説が統計的に支持され，企業間関係
における信頼の働きが明らかにされた。（図
表 2） 

 

図表2：信頼の高さの二元配置分散分析 

 ただし，取引状況に関するデータに関して
は十分に獲得することができなかったことか
ら，２次データよりネットワーク分析を試み
た。いくつかのネットワークグループを分析
した結果，ネットワークにおける媒介中心性
や構造的空隙が高いポジションにいる企業が
全般的に高い業績を修めていることがわかっ
た。（図表３） 
図表３：ネットワークグループの構造例 



 

 

 

（３）まとめと課題 

 本研究結果より次のことが明らかとなっ

た。 

① ネットワーク分析に用いる理論モデルで

ある，ソーシャルキャピタルモデル，弱

い紐帯モデル，構造的空隙モデル，フリ

ーライダーモデルの４つは，分析対象（全

体か，個々か），ネットワーク間の協力の

程度（協力的，非協力的）によって４つ

に分類され，分析目的や方法によって使

用数モデルが異なること。 

② 企業間ネットワークの安定性にとって，

企業間の信頼関係が重要であること。そ

のためには，同一企業との取引実績を積

み上げることが必要であること。 

③ 構造的空隙や媒介中心性が，単に次数中

心的な地位を占めている企業よりも，業

績が高いこと。そのため，個々の企業に

とっては，ブリッジ的な役割をネットワ

ークにおいて果たすことが重要であるこ

と。 

 今後の課題としては，マルチエージェント

シミュレーションを行うのに有益なデータ

を獲得することである。本研究では，報告に

耐えうるようなシミュレーションを行うこ

とが出来なかった。これは，各エージェント

が生起する確率を具体的に知ることができ

なかったことによる。今後は，ベイジアンネ

ットワークなどの確率モデルを導入するこ

とによって，各エージェントの行動確率を特

定し，シミュレーションモデルに実装してい

くことが課題である。 
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